[研究論文]フロムによるフロイト「修正」の含意 --アドルノのフロイト修正派批判を手がかりにして-- by 森田, 一尚
Title[研究論文]フロムによるフロイト「修正」の含意 --アドルノのフロイト修正派批判を手がかりにして--
Author(s)森田, 一尚














 「楽観主義のもっとも説得的で人気を博した唱導者は、エーリッヒ・フロムである」(Hughes 1975: 195)。フ
ロムには「人類の情緒的な罠についてのアドルノ、ホルクハイマーの‒‒‒さらにはフロイトの‒‒‒悲劇的感覚はお
















 フロムは 1933 年にアメリカに渡った後、コロンビア大学に移された「社会研究所」（いわゆる「フランクフル
ト学派」の面々が集った研究所）に勤めていた。しかし 1938 年頃、彼は当時所属していた「社会研究所」から
「破門」(徳永 1974: 213) された。その理由は徳永恂 (1986) によれば、「アドルノとの対立であり」、とりわけ




ルクハイマーの理論が学派の「起源神話」となったことを挙げている (McLaughlin 1999: 113)。しかし、これ
までのフロム研究は、いくつかの例外を除いて、アドルノとフロムの関係性を十分に比較検討してこなかった。 
 ところが 2000 年代以降に発表されたフロムを中心に据えた思想研究は、両者の関係性を重視している。たと
えばヨアン・ブラウンは、アドルノとホルクハイマーの思想が学派の「起源神話」となったという見方を継承し
たうえで (Braune 2014: 5)、フロム思想の特質をアドルノ、ホルクハイマー、マルクーゼらの諸概念と対比させ
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うなもの」への分析をも犠牲にしてしまう (Adorno 1962: 96=95; 田中 1979: 63)。 
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なかった。／フロイトの真の目標は人間の情念 (passions) を理解することであった。 [……] ／彼はいかに
して問題を解決したのか。こころ (psyche) に及ぼすホルモンの影響については比較的わずかしか知られて
いない時代であったが、生理学的なものと心的なもの (the psychical) との結びつきがよく知られている現






































desire) とは、何よりもまず緊張を取り除きたいという願望 (wish) なのではなく、それは男性性と女性性の
両極性、すなわち植物や動物界、そして人 (man) などのすべての自然に流れ込む男性性と女性性の両極性
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粗末な撤退です。[……] というのも、性的な意味での欲動 (instincts) の帰結ではない精神的機能がいくつも
あるなどということは、フロイト正統派の外に出れば、疑いようもない事実なのですから。自我を強調する
この新しい傾向に触れて私が思うのは、フロイトの思考のなかのもっとも価値あるものからの撤退、つまり




















































患者が 17 歳の時の 30 年前の出来事が夢のなかに登場することだってあります。しかし私の目標は症例史研
究 (historical research) ではありません。私は、今、無意識的になっている事柄の明瞭な気づきを目指しま
す。ただこの目標を達成するために、多くの場合、もしかしたらほとんどの場合に必要となってくるのは、
幼児期や青年期にその患者が体験したことを調べることなのです。 (Fromm 1994: 57-58) 
 















































(existential dichotomy) 」(Fromm 1947: 41) という用語で説明する。人間の実存は理性によって二分されてい
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1) フロムの思想の受容、およびフロムの思想の新たな解釈の可能性については拙稿を参照のこと (森田 2019)。 
2) フロムとアドルノの理論的関係を論じたキーレン・デュルキンは、アドルノやホルクハイマー、さらにはマルクーゼ
による、フロムの「社会研究所」への理論的貢献の過小評価が、フロムとアドルノの関係を詳細に検討することを妨げ
ている、と指摘している (Durkin 2019: 104)。 
3) 田中毎実 (1979) は、アドルノの論文「修正された精神分析」は、「直接には名差されないフロムの理論が、主題であ
るように思われる」(62) と述べている。 
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